
 

王禅寺中央中学校区地域教育会議は（王禅寺中央中学校、王禅寺中央小学校、虹ヶ丘小学校、真福寺小

学校）一つの中学校に三つの小学校から成り立っています。地域が広いこと、住環境が異なることから、

それぞれ、独自の活動がなされています。この地域教育会議の活動は、その地域の環境にあった行事を

行ってきました。以下はその報告です。 

早野で冬の自然を楽しむ会 の実施 

早野で冬の自然を楽しむ会は、今まで無料だった参加費を今

年度から有料にして開催しました。有料にしたことで参加者が

少なくなることを心配しながらの実施でしたが、いざ、開催し

て見ると合計で百名を超える参加者で会場は大賑わいでした。 

初めて参加した一人の保護者は、川崎にこんな自然がいっぱ

いで、貴重なたき火が体験出来るところがあることを初めて知

った。参加して良かったと感想を述べられていました。参加者

で今年度は、何となく女子児童が多かった気がするが、元気い

っぱい走りまわったり、孟宗竹をのこぎりで切って「お椀」を

作るのも女の子の方が活発だった。子供たちが、竹でお椀と箸

を作っている間に保護者の方々には芋煮を作って頂きました。

たき火のでは、ボランティアの方々が「焼き芋」作りを頑張っ

て頂きました。出来たての芋煮をほほばりながらα米のおにぎ

りを堪能して心一杯冬のイベントを楽しんだ一日でした。 

 

 

教育を考える集い「教育の歩み」 
と題して、全３回で、学校教育への道・学級の誕生・日本

の学校と教育 の内容で小林コーディネーターによる講演

を行いました。 

ふれあいフェスティバル 
おやつクッキングの時に、スイートポテトの材料に

なるサツマイモを、すみれ組さんが洗ってくれまし

た。水をかけてごしごし洗いながら 

「きもちいいですか～？」と聞いていた姿が、とても

かわいかったです！洗い残した泥を見つけると

「あ！ちゃんと洗ってあげないと、かわいそう！」と

言っていました。 

昨年度から、表題を「アート」から「ふれあいフェスティバル」に変

更して 2 年目となりました。今回は、王禅寺中央中学校の吹奏楽部に

参加して頂き、またワークショップやこども文化センターや地域の方々

の参加があり、参加者が 300人を超える大イベントになりました。 

参加型の合唱団の出演は高齢化が見られましたが、懸命に歌う姿が感

動ものでした。ワークショップでは、参加者が多く対応した担当者はお

昼も食べる時間が無かったと嬉しい悲鳴を上げていました。 


